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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 燃 料 を 内 部 燃 焼 す る エ ン ジ ン の 排 気 を 清 浄 化 す る た め に は 、 燃 焼 時 に 発 生 す る 窒 素 酸 化
物 を 還 元 し な け れ ば な ら な い 。 こ れ は 、 １ の 平 均 λ に 調 節 さ れ る 一 般 的 な 内 燃 機 関 の 場 合
に は 、 ３ 元 触 媒 に よ っ て 良 好 な 成 果 で も っ て 達 成 可 能 で あ る 。 全 部 ま た は 一 部 が １ よ り も
大 き な λ 値 で 運 転 さ れ る 、 例 え ば 希 薄 混 合 気 オ ッ ト ー エ ン ジ ン 、 直 接 噴 射 式 エ ン ジ ン お よ
び デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の よ う な 内 燃 機 関 の 場 合 に は 、 こ の よ う な 安 定 し た 排 気 浄 化 方 法 は
現 在 存 在 し な い 。 こ の よ う な 種 類 の エ ン ジ ン の 場 合 現 在 、 排 気 処 理 の た め の 方 法 で は 、 ゼ
オ ラ イ ト 触 媒 （ 以 下 、 “ 希 薄 混 合 気 触 媒 と も 呼 ぶ ） と Ｎ Ｏ ｘ 貯 蔵 触 媒 が 使 用 さ れ る 。 ゼ オ
ラ イ ト 触 媒 は 不 活 性 で あ る の で 、 使 用 許 可 の 法 律 手 続 き の 場 合 に 持 久 性 を 証 明 し な
け れ ば な ら な い 自 動 車 用 エ ン ジ ン の 場 合 使 用 不 可 能 で あ る 。 こ の 触 媒 の 場 合 更 に 、 窒 素 酸
化 物 を 還 元 す る た め に 、 排 気 中 の 炭 化 水 素 だ け し か 利 用 で き な い の で 、 比 較 的 に 弱 い 窒 素
酸 化 物 変 換 作 用 だ け し か 達 成 さ れ な い 。 こ れ は 、 窒 素 酸 化 物 か ら 亜 酸 化 窒 素 へ の 部 分 的 な
還 元 を 考 慮 し な い と 、 た っ た の １ ５ ％ で あ る 。 こ の 触 媒 の 場 合 更 に 、 特 殊 鋼 を 含 ん で い な
い と 、 そ の 不 充 分 な Ｃ Ｏ お よ び Ｈ Ｃ 変 換 が 不 利 で あ る 。 上 記 の ゼ オ ラ イ ト 触 媒 よ り も

が 有 望 で あ る 。 な ぜ な ら 、 こ の は 排 気 中 の 炭 化 水 素 と 水 素 お よ
び Ｃ Ｏ を 還 元 剤 と し て 使 用 す る か ら で あ る 。 要 す る に 、 こ の は Ｎ Ｏ ｘ を 成
分 を 有 す る ３ 元 触 媒 で あ る 。 勿 論 、 Ｎ Ｏ ｘ 貯 蔵 体 は 特 に エ ン ジ ン の 長 い 希 薄 相 の 後 で 、 Ｎ
Ｏ ｘ で 塞 が れ 、 働 か な く な る 。 従 っ て 、 の 場 合 に は 、 貯 蔵 さ れ た Ｎ Ｏ ｘ を
周 期 的 に 貯 蔵 体 か ら 除 去 す る 、 す な わ ち 貯 蔵 さ れ た Ｎ Ｏ ｘ を 還 元 す る 必 要 が あ る 。 　 　 　
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【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 欧 州 特 許 第 ０ ５ ８ ０ ３ ８ ９ 号 公 報 は 希 薄 混 合 気 運 転 エ ン ジ ン の 排 気 後 処 理 方 法 を 開 示 し
て い る 。 こ の 排 気 後 処 理 は ア ル カ リ 金 属 、 ア ル カ リ 土 類 金 属 ま た は 希 土 類 金 属 を ベ ー ス と
し た Ｎ Ｏ ｘ 吸 収 器 と 、 負 荷 と 排 気 温 度 を 検 出 す る た め の
セ ン サ を 備 え て い る 。 そ の 際 、 セ ン サ の 情 報 に よ っ て 、 Ｎ Ｏ ｘ 吸 収 器 が 窒 素 酸 化 物 を 貯 蔵
で き る 範 囲 が 制 限 さ れ る 。 触 媒 の 再 生 は 予 め 定 め た 期 間 混 合 気 を 濃 く す る こ と に よ っ て 行
わ れ る 。 こ の 公 知 の 装 置 の 場 合 、 吸 収 器 と ３ 元 触 媒 の 分 離 が 不 利 で あ る 。 な ぜ な ら 、 主 と
し て エ ン ジ ン で 発 生 し た 窒 素 酸 化 物 は 、 吸 収 器 に 貯 蔵 す る こ と が で き る よ う に す る た め に
は 、 先 ず 最 初 に Ｎ Ｏ 2 に 酸 化 し な け れ ば な ら な い か ら で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 Ｎ Ｏ ｘ の 遊 離 相 で 好 ま し く は λ 値 ≧ １ ． ０ １ で あ る 。 そ の 際 、 リ ー ン エ ン ジ ン 運 転 と 、
化 学 量 論 的 な 排 気 値 の エ ン ジ ン 運 転 と の 間 で 、 往 復 切 換 え 可 能 で あ る 。 こ の
場 合 、 切 換 え の 時 点 は リ ー ン 運 転 の 時 間 に 依 存 す る 。
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下 流 側 に 設 け ら れ た ３ 元 触 媒 と 、

幾 分 上 方 で の


	header
	written-amendment

